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英語進行形の凍結機能
渡辺宥泰
Ｉ 
1.0．英語進行形を論じた書はすでに膨大な数に上っている。しかも毎年多
数の興味深い論文が文献目録に加えられていく。しかし研究の量的拡大はこの
文法形式の基本的な意味・機能の解明に必ずしも結び付かず，むしろ問題の複
雑さを再認識させる結果になっているとさえ言えよう。進行形は極めて日常的
な形式であるが，日常的であるがゆえにその用法は多岐にわたり，体系的・包
括的な説明が与えにくいという－面がある。例えば以下に見る進行形の用法は
いかに解釈するべきであろうか。
（１）Ｉｒｅｍｅｍｂｅｒｓｐｅｅｄｍｇｄｏｗｎａｈｉｇｈｗａｙｔｈroughasnowstormwith 
somefriends,lateatnight；thecarSkiddedandswerved，andsuddenly 
wewerecrashingthroughaguardrailandthecarwastumblingdown 
agulley・Ｗｈｅｎｉｔｃａｍｅｔｏａｒｅｓｔ，welookedaroundatoneanother.…
－B、Greene，Ａ”〃ｊｃａ〃ＢＣロオ
初めに進行形の基本的意味としてしばしば言及される二つの特徴一持続と非
完結性一を取り上げ，その論旨の確認とともに(1)への適用の可能性を検証する
ことにする。
１．１．１．一般に進行形は「持続」（duration）を表すとされる。例えば(2)のjlii
純過去形が特定の行為があった事実を文字通り単純無色に伝えているのに対し
て，(3)～(5)の進行形はその行為が持続していたことを示している（Palmer
l987ll：３６)。
（２）Hewalkedtothestation． 
（３）Hewaswalkingtothestation． 
（４）Ｗｈｅｎｌｍｅｔｈｉｍ，hewaswalkingtothestation． 
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（５）Ｈｅｗａｓｗａｌｋｉｎｇｔｏｔｈｅｓｔａｔｉｏｎａｔｔｅｎｔhismorning、
この特徴にはSweet（1898：97-98）以来，進行形を論じるほとんどすべて
の文献が触れていると言ってよい')。なお(3)を例にとると，いずれは駅に到若
してしまうので歩くという行為が永遠に続くわけではない。よって「持続」は
正確には「限定持続」（limitedduration）とするべきであり幻，その点を踏ま
え「一時性」（temporariness）と呼ぶ学者もあることは承知の通りである。つ
まり記述される行為・出来事は，ある基準時を中心にその（少し）前から（少
し）後まで継続しているということになる。基準時は現在進行形の場合は原則
として発話時であるが，過去進行形の場合は通例(4)，(5)のように副詞表現で明
示される。また(6)のように前後の脈略からそれが理解されることもある。この
例では執事が通りに出た時点が基準時となる。
（６）Thebutlerbowedandwalkedquiteslｏｗｌｙｆｒｏｍｔｈｅｒｏｏｍ、Ｈｅ
ｃｒｏｓｓｅｄｔｈｅｈａｌｌａｎｄｗｅｎｔｏｕｔｏｆｔｈｅｆｒｏｎｔｄｏｏｒｏｆｔｈｅｈｏｕｓｅｉｎｔｏｔｈｅ 
ｓｔｒeetwhereMonsieurEstragonwasalreadyloadmgtheirsuitcases 
intothｅｂｏｏｔｏｆｔｈｅｓｍａｌｌｃａｒｗｈｉｃｈｔｈｅｙｏｗｎedtogether.－Ｒ・Dahl，
ＴﾉbeBzcﾒﾙﾌﾟ 
1.1.2．Jespersen（1931：180）は進行形に「時間枠」（temporalframe）の
効果，すなわち進行形で示される活動が他の出来事や時点を時間的に包含する
現象を認めている。(6)に関して言えば，エストラゴン氏のトランクに荷を積染
込むという活動が，執事が通りに出たという単純過去形の出来事［そしてその
時点］を三－のように枠にはめ込むのである。この効果は限定持続の概念
から派生するものと解釈されよう（Leechl9872822)。
ただし，すでに多くの研究家が指摘するように，時間枠は常に成立するわけ
ではない。例えば(7)では時の副詞句が，(8)では単純過去形の主節部分が，逆に
進行形の活動に時間の枠を与えていると見るべきであろう幻。
（７）TheywerewatchingafootballmatchonSundayaftemoon.－Leech 
l9872：２２ 
（８）Ｉｔｒａｉｎｅｄａｌｌｄａｙ・Ｉｔｒａｉｎｅｄａｓｌｒｅａｄｉｎｍｙｓｔｕｄｙ・Ｉｔｒａｉｎｅｄｗｈｉｌｅ
ｌｗａｓｅａｔｉｎｇｍｙｄｍｎｅｒ、Itrainedaslpreparedforbed.－Diver
l9638144 
また(9)のような近接過去に言及する完了進行形の場合には，－－．と図示
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せざるを得ないであろう｡。
（９）［過労で床に就いてしまった人に向かって］You,vebeenworkingtoo
hard-Palmerl9872：６８ 
1.1.3.さて(1)の二つの進行形は「限定持続」の例として説明可能であろう
か｡(3)～(5)の駅に向かって歩く行為や(6)の荷を積承込む行為には，確かに時間
的な幅があると考えられる。脈絡からも，また日常的な経験からも，私が出合
った時点［(4)］ないし彼が通りに出た時点［(61］の前後数分［あるいは少なく
とも数秒］間は活動が持続していたことが十分に推論できる。しかし(1)におい
て，車がガードレールを突き破ったり溝に転落することは，瞬間的と理解する
のが自然であろう。特に前者の「ガードレールへの激突」について言えば，客
観的事実としては何分の１秒かで完結してしまう出来事であり，激突の瞬間を
基準時としてそれ以前・以後もその事態が持続していたとは論理的に考えられ
ない。むしろ単純過去形で示されている，スリップしたり（skidded）道を逸れ
る（swerve｡）という出来事にこそ持続時間があるはずである。
1.2.1．「非完結性」［incompletion］を進行形の基本的意味と見る研究家も
多い。(101と(１１)の対照がこの特徴を端的に例証する。00は溺死を意味するが，（11）
では溺れかけてい垣に過ぎず，溺れるという出来事はまだ完結していない。し
たがって後者には，ｂｕｔｌｊｕｍｐｅｄｉｎｔｏｔｈｅｗａｔｅｒａｎｄｓａｖｅｄｈｉｍと付け加え
ても何ら矛盾は生じない（Leechl9872：２０)。
（lOThemandrowned． 
（１１）Themanwasdrowning、
この特徴は「移行的出来事動詞」（Ｃｆ2.1.1.）が過去時制で用いられる場合
に最も明瞭に認識されるという。これは逆に言えば他の条件下では，必ずしも
認識されないということであり，例えば⑫のような疑似遂行文や，031のような
完了進行形の用法をこの特徴で説明することは困難であろう（Binnickl991：
287)。
⑫Ｉ，ｍｗａｒｎｉｎｇｙｏｕｔｏｓｔａｙａｗａｙｆｒｏｍｍｅ、
113）rvebeenplayingcardsallnightwitｈｔｈｅｂｏｙｓ（andｎｏｗｌｊｕｓｔ 
ｗａｎｔｔｏｇｏｈｏｍｅａｎｄｓｌｅｅｐ)． 
（１０＝(3)Hewaswalkingtothestation． 
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U51Hewaswalking． 
また(1J，（151について，話者が念頭に置く基準時で何らかの事情により歩行が
中断されたとすると，（10では確かに行為が完結せずに終わったことになろう
が，㈹ではその時点でも歩くという行為はすでに成立している（Dowtyl972：
27)。これでは活動の到達点が明示される［ないし暗示される］か否かにより，
同じ動詞の進行形の意味が変わってしまうことになる。非完結性を基本的意味
とすることにはやはり問題があると言えよう。
1.2.2.(1)に戻りその状況を考えると，激突・転落が間一髪で回避できたな
どということはありえず，直後に「静止すると…」とあるように事故は現実
に起きている。つまり進行形で示されている出来事は，客観的事実としては完
結しているのである。非完結性が進行形の基本的意味か，それとも副次的効果
に過ぎないのか，この議論はひとまず置くとしても，この脈絡で話者に非完結
のニュアンスを積極的に伝える意図がないことだけは確かであろう。実際，こ
れらの過去進行形を単純過去形に置き換えても，事件の大意を伝達する上で大
きな違いが生じることはないと思われる。
1.3.1．ここで語り（narrative）における進行形の機能に簡単に触れておき
たい。物語では話の背景を成す部分（background）が過去進行形で語られるこ
とが少なくない。一方，話を展開していく部分－これをHopperQ979:213）
は「前景」（forCground）と呼ぶ－には単純過去形が使用されるのが普通であ
る。
ｑ６１ＩｔｗａｓａｌｏｖｅｌｙＪｕｎｅｄａｙ・ＴｈｅｙwerehaymakingintheHeldsand
ther巳werebuttercupsalongbothsidesoftheroad，Iwaswhispering
alongatseventymilesanhourbleaningbackcomfortabｌｙｉｎｍｙｓｅａｔ， 
ｗｉｔｈｎｏｍｏｒｅｔｈａｎａｃｏｕｐｌｅｏｆｆｉｎｇｅｒｓrestinglightlyonthewheelto 
keepｈｅｒ［i､e・thecamsteady・ＡｈｅａｄｏｆｍｅＩｓａｗａｍａｎｔｈｕｍｂｉｎｇ
ａｌｉｆｔ・Itouchedthefootbrakeandbroughtｔｈｅｃａｒｔｏａｓｔｏｐｂｅｓｉｄｅ
ｈｉｍ.－R・DahLTheHｿﾉcﾙﾙｶﾞﾙ”
麗らかな日差し，干し草作りが行われる中の快適なドライブは，次に描かれ
るヒッチハイカーを乗せるという出来事の状況説明の働きをしている。ここで
注意すべきは，状態動詞や進行形で記述される出来事一晴天，干し草作り，疾
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走一が同時点で生起していたのに対して，単純形で語られる出来事一人の姿を
目にとめ，ブレーキを踏承，車を止める－は語りと同じ順序で連続的に発生し
ていたことである。
なお，Jespersen（1931：182-83)は進行形のこの機能を持論である「時間枠」
を拡張して説明しようとしているが，すでに論じたように[Cf,1.1.2.］この枠
自体が常に成立するわけではない。(16)において，干し草作りが単純形の出来事
に対して時間枠を形成しているとの説明は可能であろうが，時速70マイルの高
速巡航は，停車のためブレーキをかけた瞬間に解消したと考えるべきで，これ
は￣頁と図示されよう。
1.3.2.(1)で語られている出来事の生起関係を整理すると，夜中に車を飛ば
す→スリップする→道を逸れる→ガードレールを突き破る→溝に転落する→顔
を見合わせる，となるがこれは語りの順序と同じであり，しかも時間的に重な
り合っているところがまったくない。下線を施した進行形部分が，他の出来事
に時間の枠をはめているわけではない。下線部も話の展開を担っており，背景
ではなく前景の一部を成していると言える。
Ⅱ 
2.0．前章で述べた持続や非完結の概念，あるいは背景用法では(1)における
進行形を十分説明できないことが分かった。本章ではここに使われている動詞
の意味特徴とその進行形が伝える心理効果について探り，基本的意味を再考す
るよすがとしたい。
2.1.1．Leech（1987z:23-24）は，進行形をとる典型的な動詞の類型とし
て次の４種をあげている。
Ａ・「瞬間動詞」（momentaryverbs)：hiccough，hit，ｊｕｍｐ，kick，knock，
ｎｏ｡，tap，Wink，etc． 
Ｂ・「移行的出来事動詞」（transitionaleventverbs)：arrive，die，fall，
land，Ieave，lose，stop，etc． 
Ｃ・「活動動詞」（activityverbs):drink，eat，play，rain，read，work，
write，etc． 
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，．「過程動詞」（processverbs)：change,grow,mature,ｓｌｏｗｄｏｗｎ，wid‐
ｅｎ，deteriorate，etc． 
まずここで明らかにしておかなくてはならないのは，Ａ類動詞とＣ類動詞の
分類基準である。いずれも何らかの活動を表すが，Ａ類が持続を考えにくい
程，瞬時に完結する行為・出来事に用いられるのに対して，ｃ類は有限ではあ
るが持続する（goingｏｎ）行為・出来事を指すとされる。Ｃ類動詞では活動を
中断しても,その時点までその活動は行われていたことになるが[Ｃｆ1.2.1.]，
Ａ類動詞が表す活動には持続時間がないに等しいため，仮に動作を途中で止め
てしまうとその活動は成立しないという特徴がある。ところが持続を進行形の
基本的意味とする立場では，非持続的なＡ類が進行形をとるのは論理矛盾とも
なり得る。そこでＡ類は進行形で用いられると持続の概念が付与されて，単一
の動作ではなく同じ動作の反復を示すと説明される。例えば次例で猫は箱の中
を－度ではなく，幾度も引っ掻いているものと解釈される。
（17）Whenhereturnedtothekitchen，thecatwasscratchinginher 
box.－R､Carver,ハルj帥６０γｓ
Ｂ類動詞とＤ類動詞は，ある状態から別の状態への移行を表すという点では
同様であるが，Ｄ類の移行が継続的であるのに対し，Ｂ類の移行は瞬間的とい
う違いがある。Ｂ類では移行自体にはほとんどあるいはまったく持続時間がな
いため，進行形が用いられると移行そのものではなく，移行の瞬間への接近を
示すとされる。００で言えば，「すべての手紙に綴りミスがある状態」にはまだ
なっていない。なりかかっているのである。
⑱Ｉｔｉｓｇｅｔｔｉｎｇｔｏｔｈｅｐｏｉｎｔｗｈｅｒｅａｌｅｔterwithnomisspelledwords 
istheexception.－Ｂ・Greene，Ａ醜〃ｊｃａ〃Ｂｅａｒ
2.1.2.Ａ類とＢ類は瞬間的な出来事や行為を表すという点では同じ地平に
あり`)，その境界は時にあいまいになる場合がある。さらに重要なことは，進
行形についてLeechが特筆している特徴一Ａ類の進行形は動作の反復を，Ｂ
類のそれは移行への接近を表すとされる現象が，単純に一方のみに規定できる
性質のものではないという事実である。Close（1981s：８０）は瞬間的活動を表
す例としてclose（ａbook)，ｏｐｅｎ（ａdoor)，ｓｗｉｔｃｈｏｎ（ａlight）といった動
詞をあげ，これらの進行形には反復的な読糸しかできないと述べている。しか
し意味的にはこれらは明らかにＢ類動詞であり，例えば(M1の例は移行への接近
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として解釈するしかあるまい。一方(201の例ではＢ類動詞であるはずのｔａｋｅｏＨ
の進行形が，Ａ類と同じように反復的な活動を表している。
（19）Ｔｈｅｎｈｅｓｔｅｐｐｅｄｔｏｔｈｅｃｌｏｓｅｔａｎｄｗａｓopeningitwhentheknock 
soundedatthefrontdoor.－Ｒ、Carver，ｊＷｆｇｈｂｏγｓ
（20IAttheairport，severalfreightaircraftweretakingoffnoisily.－ 
ＱｕｉｒｋｅｔａＬ１９８５８２０９ 
2.1.3.さて，(1)の動詞の意味内容を考えると，crashは紛れもなくＢ類動
詞と判断できる［Ｃｆ1.1.3.]。またｔｕｍｂｌｅについては，厳密にＡ類，Ｂ類の
どちらに該当するか微妙な要素を含んでいるが，持続がほとんどないのは確か
であり，やはり広い意味で瞬間的な動詞と見て差し支えなかろう［以後，Ａ・
Ｂ類を区別する必要がない場合には，「瞬間動詞」の名称で両類を代表すること
がある]。しかしここで留意しなければならないのは，両動詞の進行形が(1)の
脈絡では，Ａ類，Ｂ類に特徴的とされた振る舞い方をしていない，つまり反復
的動作も移行の瞬間に向けた接近もいずれも表していない点である`)。その時
点で生じていた単一の出来事を記述しているに過ぎないのである。
2.2.1．Close（19813：20-21）は，瞬間動詞の進行形が単一の行為を指す可
能性を二つ示唆している。まず一つは，ＣＤ，（221等を話者が極めてゆっくりと動
作を行いながら発した場合である。
Cl）Ｉ，mopeningmybook・
㈱Ｉ'ｍｐｕｔｔｉｎｇｍｙｐｅｎｏｎｔｈｅｄｅｓｋ．
しかしこれは，主語に有意志の行為者を要求する，一部のＢ類動詞にしか当
てはまらない現象である。Ａ類動詞や主語の意志の力が及ばないＢ類動詞[die，
fall,lose,etc.］の表す活動は，性質上その動作の速度を遅らせることができな
いからである。
2.2.2．第二は，スローモーションで撮影された映像を記述する場合であ
る。Langacker（1982:282）もこれに触れているが，この場合にはＩ２３ｌのような
Ａ類動詞についても適用できる。「まばたき」を構成する一つの動き，一回の
目を閉じる瞬間的な動作が何倍もの持続時間に引き伸ばされるのである。
㈱Sallyisblinking．
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これとよく似た例がスチール写真の描写に見られる。Declerck（1991：162）
は(24)の例をあげ，これを「行為の凍結」（frozenaction）と命名している。現
実には瞬時に完結してしまう行為が，その動作の途上で「凍結」されてしまう
ことにより，話者が写真を眺めている間中（そしてその写真が存在する以上，
永遠に）持続することになる。
（24）InthisphotographJohniswinkingaｔｔｈｅｃａｍｅｒａ・
行為の凍結による解釈は実際の持続時間の有無［長短］には無関係なので，’
瞬間動詞はもとより進行形をとり得るほとんどすべての種類の動詞に適用可能
である。例えば(2５１，（26)のように，一般の活動動詞や状態動詞の場合にも当然成
立する。この点については後にまた触れることになろう。
（25）Ablown-upphotographofthefatherhangsonthewalloftheliving 
mo、，ｔｏｔｈｅｌｅｆｔｏｆｔｈｅａｒｃｈｗａｙ….Heisgallantlysmiling，ineluc‐
tablysmiling，ａｓｉｆｔｏｓａｙ“Iwillbesmilingforever,''一Ｔ・Williams，
ＴﾉhCG/ａｓｓ／Mb"α“ｒｚｅ 
Ｃ６ＩＩｔｗａｓａｎｏｌｄｐｈｏｔｏｇｒａｐｈｄｅｐｉｃｔｉｎｇｔｗｏｙｏｕｎｇｍｅｎｉｎｔｈｅｕｎｉｆｏｒｍ 
ｏｆtheRoyalArmyEngineersbombdisposalunit・Theyweresitting
astridethecasinｇｏｆａＧｅｒｍａｎ‘ＢｉｇＦｒｉｔｚ，live-tonbomb､7)－Ｆ・For‐
syth，１Ｍb"ａｙｚｕｊｊ〃１M℃"αCCS
2.2.3．スローモーション撮影やスチール写真の例は人工的に構築されたや
や特殊な状況ではある。しかし同様の現象はごく日常的な生活レベルでも生じ
得る。Osgoodが26人の大学生に対して行った心理学の一連の実験結果に興味
深い事例が見られる（1971：502-06)。問題の実験は目を閉じていた被験者に一
瞬，目を開けさせ，眼前に展開している光景一例えば机の上を黒いポールが転
がって行き，青いポールにぶつかるという（一回限りの）出来事一を記述させ
るものである8)。その結果，２６例中３例の記述に進行形が認められたが，その
うちの１例［enlはＡ類の瞬間動詞を用いたものであった。この被験者にはポ
ールの動きが微速度であるか凍結されたかに見えたということであろう。
ＣｎＡｓｑｕａｓｈｂａｌｌｉｓｈｉｔｔｉｎｇａｂｌｕｅｂａｌlandthengoinginopposite 
direction． 
（28）Ｔｈｅｓｍａｌｌｂｌａｃｋｂａｌｌｒｏｌｌｓａｎｄｈｉｔｓｔhemediumblueball． 
なお，圧倒的多数の被験者の記述は単純形であるが，そのうち９例が単純現
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在形であったことは特筆に値する［典型例を(28)に示す]。これには事前に，「情
景の見えない子供に伝えることを想定して記述せよ」との条件が課せられてい
たことも関係しているかも知れない。実況放送では，動きの速いスポーツ［サ
ッカー，ボクシング等］には単純現在形が，動きのゆっくりとしたスポーツ
［ポート，ゴルフ等］には現在進行形が使用されやすいとの指摘があるが，)，
この実験における記述結果もその延長上にあると見られる。
1， 
3.1.1．議論がここまで進めば，(1)の進行形に与えるべき説明は自ずと明ら
かになったと思われる。話者はガードレールを突き破る瞬間および転落の瞬間
で動きを凍結させたのである。「車を飛ばすこと」から始まる一連の出来事の
中でも，ガードレールを破り転落したことが，最も衝撃的で最も鮮明に記憶に
残った出来事であったと思われる［Ｃｆ1.3.2.]・映画でよくあるように，注意
が集中し緊張が頂点に達したこれら一瞬の時点で，情景がストップモーション
（freeze-frame）になったと考えると分かりやすい。
このように進行形には活動をある一瞬で凍結させ，そこに注意を集中させる
機能があると結論できよう'０)。だがそれだけではない。注意が集中した部分が，
凸レンズを通したようにクローズアップして見えるという副次効果が生じるこ
とがある。車がガードレールを突き破ることは，客観的事実としては瞬時に完
結し，持続はゼロに近い出来事であるが［Ｃｆ､1.1.3.]，ガードレールを破るま
さにその瞬間が拡大され，心理的には幅が知覚されるのである。これを見せか
けの持続と呼んでもよいが，「見せかけ」というのはあくまで客観的な時間意
識に立っての分析であることに注意したい。この効果は，客観的時間では点で
ある「今」が，心理的時間ではある程度の範囲があるものとして意識されるこ
とに裏付けられよう。持続を表すはずの進行形が，持続のない出来事に言及す
るという一見矛盾する説明は［CfLeechl9872：２３]，心理的時間を客観的時
間の尺度で計ろうとする混乱の結果であろう。
無論，瞬間的な出来事を単純過去形で描くことしできるし［Cf，2.2.3.]，む
しろそれが普通と言ってよい。しかし(1)の話者はここにあえて有標な進行形を
使うことで，緊張感と臨場感を伝えたかったのだと考えられる。
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3.1.2．瞬間動詞crashで表される出来事が過去時に起こったとすると，そ
の時間関係は㈱のように図示されよう［S,Ｒ，Ｅはそれぞれ発話時，基準
時，出来事を指す]。この図は客観的時間に沿って描かれていることに注意さ
れたい。そのため持続時間がほとんど皆無に等しいＥは限りなく点に近いもの
として表記されている。単純過去形によりこの出来事を記述した場合は，これ
までの諸家の図解がそうであるように，この図がほぼそのまま当てはまると考
えられる。
１２９“crashed'，（301“was/werecrashing，’ 
Ｅ’ 
Ｅ ■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
０
Ｉ
Ｉ
 
Ｓ Ｒ 
ＲＳ 
一方，（301は過去進行形を用いて同じ出来事を記述した場合である。出来事発
生の瞬間に話者［聞き手］の注意が集中していることが。で示されている。そ
の結果，同じ出来事が心理上，幅のある出来事として知覚されていることが
E'として表されている。
3.2.1.以上の説明原理は他の進行形の用法にも適用できると信ずる。例え
ば一般的な活動動詞の進行形の例であるG1)は，剛のように図示できよう。
０１）HewaswritingwhenIentered． 
1321 
Ｅｉ＝“ｈｅｗａｓｗｒｉｔｉｎｇ” 
E,＝｢彼の執筆」
Ｅ３＝｢私の入室」
ｂ 
’ 
十E‘
Ｉ 
Ｓ Ｒ 
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この例と瞬間動詞の場合との大きな違いは，心理上の持続が客観的事実とし
ても保証されているということである。ここで重要な点は，話者は書き始めた
時点ａおよび終えた時点ｂには一切関心を持っていないことである。注意を向
けているのは，私の入室の時点で彼がまさに執筆の直中にあったということだ
けである。つまり，Ｅ,の一点，●の部分だけを拡大しているに過ぎない。進
行形の持続概念や時間枠効果を説明するのに，従来用いられてきた図解はこの
点で誤解を生みやすい［Ｃｆ1.1.2.]。例えば有名なJespersen（1931：180）の
図［剛では，枠の両端が現実の出来事Ｅ,の生起点・完結点ａ．ｂを指して
いるかのような印象を受ける。しかし011が我々に意識させる持続は明らかに
Eiの端にあたるｃ－ｄである。
㈱heOoaszD7iji"９
(h…｡b･……)|･；騏捌91(heh………iting）
3.2.2．進行形に「二つの行為の同一性を表す」（Jespersenl931：187）と
される用法がある。これはｉｆ［when］節に単純形，主節に進行形を置く構造
を持つと言われるが［ＣＬＭ]，必ずしもこの構造に限定されるわけではな
い[l35uo
G4）SociologistErvingGofYmanusesthetermaJig"”C"ノtoexpressthis
aspectofframing・Ｉｆｙｏｕｐｕｔｍｅｄｏｗｎ，youaretakingasuperior
alignmentwithrespecttome､－，.Tannen，Ｙｂ〃んｓｆＤｏ"，ＺＵ"“γ‐
ｓね"ｄ
㈱Themotherwhoabsent-mindedlystraightensthepicturebookwhich
thebabyholdsupsidedownisusuallyquiteunawarethatsheisteach‐ 
ｉｎｇｔｈｅｃｈｉｌｄｃｌｕｅｓｔｈａｔａｒｅａｐａｒｔｏｆourlearnedbehavior､-1.Ｃ・
Brown，Ｕ’z`”sｵα"〃〃ｇｏﾒｶcγCzJ〃zcγＣｓ
この種の等価表現は，（3Dに見たような同時性を表す用法一ある活動の過程で
別の行為・出来事が生ずる－の修辞的転用，つまり時間関係の論理関係への拡
張として説明されることが多い［例えば，Ｏｔａｌ９６３：63-64,大江1982：96-
98]。しかしこの用法も先に論じた進行形の基本機能から捉え直すことができ
よう。まず無色な単純形により，ごく当り前の日常的行為を提示する。次に進
行形を使い，それが実は別の重要な行為の一例であったという事実に，読み手
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の注意を集中させるのである。常にiii純形が先で，進行形が後置される文構造
に注意する必要がある。
3.3．進行形には感情的で色彩豊かな印象があることがよく指摘される'１，．
Bache（1985:219-20）によれば，㈱が事態を遠方から冷静に眺めているのに
対して，(371は近距離で感情を込めて記述しているという。またKruisinga‐
Erades（19538:225）は，単純に事実を伝える(38)に対し，G9Iでは話者が衣装に
目を据えて，花嫁の動きを追っているかのようだと評している。「近距離で」・
「目を据えて」という表現に注目されたい。
G6IOutsidethewindowtheblacktreesrockedsofiercelythathe 
thoughｔｈｅｗｏｕｌｄｂｅｓａｆｅｒｉｎｔｈａｎｏｕＬ 
（W）…theblacktreeswererockingsoHercelythat.… 
ＯＤＴｈｅｂｒｉｄｅｗｏｒｅａｗｈｉｔｅｓｉｌｋｇｏｗｎ， 
G9IThebridewaswearingawhitesiｌｋｇｏｗｎ・
類例をあげておく。ＭＯＩの主人公は知る人ぞ知る町の発明家で，これから世紀
の大発明となるべき機械を試験するところである。ここでも連続する進行形が
情景を生き生きと描き，読者の目がそこに引きつけられていく感覚がある［瞬
間動詞beginの進行形にも注意]ｏ
ＭＯＩＡｎｄｎｏｗｈｅｗａｓｂｅｎｄｉｎｇｆｏｒｗａｒｄoverthemachine・Ｈｉｓｈｅａｄｗａｓ
ｃｏｃｋｅｄｔｏｏｎｅｓｉｄｅｉｎａｔｅnse，listeningattitude・Hisrighthandwas
beginningtoturntheknohTheneedlewastravellingslowlyacross 
thedial,soslowlylhecouldhardlyseeitmove.…－R・DahLTﾉbe
SozJ"‘Mzchi"ｅ 
これらの用例が持つ臨場感が，活動凍結一注意集中の機能により引き出され
ていることは，もはや自明であろう。
３．４．以上，瞬間動詞の例を手がかりとして，進行形の機能を探る一つの可
能性を示した。「活動凍結と注意集中」を其の意味での基本的機能と認めるた
めには，これにより他の用法も適切に説明できる事実を実証せねばならない。
そこでは特に習慣用法と未来用法の処遇が問題となろうが，これらについては
機会を改めて論じる用意がある。
Hosei University Repository
4３ 
＜注＞
，すべての研究家が「持続」を進行形の基本的意味と認めているということではな
い。例えばSchefler（1975:23)，Binnick（19918284-85）等は，自説展開のため
の批判材料として否定的にこれを紹介している。
２）「限定持続」という用語は，Kruisinga（1931`：346）からTwaddell（19632:9）
を経て現在に至るまで，進行形を特徴づける概念として広く使用されている。他の
研究家の記述においても特に断りがない限り，「持続」とは一定期間内の限られた
持続と理解するべきである。
３）Jespersen自身も，以下のようにｋｎｏｗを主節動詞にとる例に限り，進行形が
時間枠に入れられる事実を認めている〔1931：184)。
…RousseauknowsheistalkingnonSense…． 
４）厳密には過去時に終了してしまった活動であっても，話者の意識においては発話
時まで持続している，という説明も成り立つかも知れない。この立場に立てば，
￣￣と表示するのが適切であろう。しかしいずれの場合にも,働くことが基準時
［＝発話時］以降も持続するというニュアンスは感じられない。
５）Ｑｕｉｒｋｅｔａｌ．（1985:208-09）は「点的状況タイプ」（punctua1situationtypes）
として両類をまとめている。
６）“…ｔｈｅｃａｒｗａｓｔｕｍｂｌｉｎｇｄｏｗｎａｇｕｌｌｅｙ'，の解釈について，単なる転落で
はなく何度もゴロゴロと回転しながら落ちた，とする可能性も完全には否定できな
い。そしてこの場合には動作の反復が示されたことになろう。しかしそれは進行形
により付与された意味ではなく，動詞tumbleの語葉的意味（の一部）と見るべき
である。以下の例を参照。
ＴｈｅｓｔｏｎｅｓｔｕｍｂｌｅｄｄｏｗｎｔｈｅｈｉｌＬ－ＲＨＤ２，ｓ.▽、ｔｕｍｂｌｅ
７）ＱｕｉｒｋｅｔａＬ（1985:205-06）は，sit,stand，lie,ｌｉｖｅ等に代表される一群の動
詞を「姿勢」（stance）を表すものとして，いわゆる状態動詞と動作動詞の中間に
位置付けている。この種の動詞は単純形の場合には永続的状態を，進行形では一時
的状態を表すとされる。
８）この実験のねらいは，関連性のある出来事を連続的に提示し，先行する出来事を
知覚し認知するその仕方が，後続の出来事の記述形式にいかに影響するかを調べる
ことにあったと推察される。したがって進行形についての我奇の議論と実験の目的
自体には直接の関係はない。
９）この傾向についてはClose（1962:75-76）の指摘が最初と思われる。ScheHer
O975:77=84）は，ＢＢＣのサッカーとポート競技の放送記録を詳細に調べ，この
事実を統計的に実証している。
10）かつて細江（1932：111-12）が進行形を，「注意を一鮎に集中する態度を明示する
もの｣，「暫し熱心に心をそこに留めて陳述するもの」と規定したのは卓見である。
11）Sweet（1898:97）以来，記述機能（descriptivefunction）として広く知られて
いる。Kruisinga（1931`：350-51）はこれを進行形の基本的機能として非常に重視
する。
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